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《2015年度第 3回例会（総 62回）：2015年 3月 14日(土) 於：東京大学》

（Ⅰ）清華簡に見る伊尹説話形成に関する一考察

横山 慎悟（九州大学人文科学府博士後期課程）

清華大学が 2008 年に入手した竹簡資料群、所謂「清華簡」には、殷代の人物・伊尹
の伝承を伝える『尹至』・『尹誥』（李学勤主篇『清華大学蔵戦国竹簡（壹）』、中西書局、2010
年 12 月 所収）・『赤 之集湯之屋』（李学勤主篇『清華大学蔵戦国竹簡（参）』、中西書

局、2012年 12月 所収）と呼称される三篇が含まれていた。

本発表では、上記三文献に関して、①伊尹の出自・事跡、②巫術的要素、③後世への

影響の三つの要素に注目し、検討を試みた。

発表前半では、戦国期から前漢期の諸文献に見える伊尹の出身・事跡について整理し、

清華簡三文献との比較を試みた。その結果として、各文献に見える伊尹の出自・臣下と

しての去就がいくつかのパターンに分類されるものであり、清華簡三文献の説話もその

範疇に属するものであることを確認した。

発表後半では、『赤 之集湯之屋』説話に描かれる巫術的要素（鳥語の理解・烏から

の加護）あるいは夏・殷二国を行き来する伊尹の去就に着目した。そして、それらが中

原や楚地に伝わっていたと思われる、周の后稷・楚の子文・楚の孫叔敖に関する説話と

共通項を持つものであり、当時の楚地域にあったであろう伝承と地続きに成立したもの

であることを示した。

発表の末尾には、『漢書』藝文志が伊尹の名を冠する書物の存在を記録していること

に言及した。『漢書』の記録によれば、道家や兵家の諸書が伊尹の名の下に著されてい

たことになる。また、馬王堆帛書『伊尹九主』篇には、臣下に依存しない為政・職分の

明確化を説く伊尹が登場することからは、法家・黄老学派も伊尹を尊んでいたことがわ

かる。さらに本発表で示したもの以外にも、漢代の張仲景が伊尹の名を冠する『伊尹湯

液経』なる書物を基に医書を記したことも注目に値する。

以上のように、多岐に渡る分野の学派が伊尹をモチーフとし、彼に様々なイメージを
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付与したことからは、古代中国における各学派の展開と殷代説話発展との強い関連を見

ることができるように思われる。

（Ⅱ）出土楚簡の占夢伝承から見た屈原作品の構成について

吉冨 透（青山学院大学非常勤講師）

清華簡『程寤』に周の太娰が見た夢は政権交代の吉夢であり、同『説命』（『傅説之命』）

には殷武丁が夢で天帝から傅説を賜ることと天意（夢）に従う武丁の姿が述べられてい

る。

一方楚簡書写と同時期頃に活躍していた屈原『楚辞』天問篇にはこれらに関した発問

がなく、武丁と傅説の夢による出逢いが離騒篇に述べられ太娰の夢には及ばない。

天帝に従う姿勢は屈原作品中「天問」と「招魂」に見られ、国家祭祀儀礼に基づくで

あろう「九歌」と併せて屈原作品の中でも異質なものである。特に「天問」から殷への

哀惜と周への憎悪という対照的な楚人の感情が読み取れるため、屈原個人の感情から発

せられたものではないと判断される。感情の差異から殷周革命の成功を予兆した太娰の

吉夢を憚るのではなかろうか。

他の屈原作品の夢描写は、屈原を魂と魄に分けて、魂が夢で天上遊行する場面と魄が

魂に従うことと思慕する感情があり、天意に従う夢はない。

問題は、「離騒」に文王が呂望を夢に得たとある部分である。この説話は先秦文献に

見えず、後漢王逸注に引用されたものが初出である。これは天帝が文王と呂望に夢で両

者が出逢うことを伝えたものであるが、清華簡『説命』で省略された天帝が夢で傅説に

武丁と逢うことを伝えていたはずの部分が補充されている。王逸は『尚書』「説命」に

は序があるだけで本文は散逸したと述べているため、清華簡『説命』（傅説之命）が散

逸した後、天帝から賢者を賜る夢説話が文王と呂望の説話に変化したのだろう。このよ

うな説話が「離騒」にあることは、屈原の手を離れて漢代の人の手が加わっていると考

えられる。これは「遠遊」成立と「天問」解釈等に関わる問題にも及ぶ。このため清華

簡『説命』の夢説話から屈原作品の成立と全体構成を見直す必要性があろう。

（Ⅲ）北魏前期爵制與南巡碑

王安泰（日本学術振興会外国人特別研究員）

1980 年在山西省靈丘縣東南發現的北魏文成帝和平二年（461）「皇帝南巡之頌」，一
般稱作「北魏文成帝南巡碑」或「北魏南巡碑」。南巡碑的碑陰記載許多官員的官職與爵

號，已有許多學者對相關官職進行考察，包含官爵與官品的關係、胡族體系官職與內朝官、

禁衛武官等。然而在南巡碑中有 26 人擁有男爵稱號，與魏書所載北魏道武帝時廢除伯男
二級、至孝文帝方恢復五等爵號的記載不同。從其他史料亦可發現，在北魏明元帝與太武

帝時亦存在伯、男爵號，代表道武帝推行三等爵的維持時間恐怕並不長久

另一方面，南巡碑所記爵號的封國位置，不僅限於華北，而是分布於整個漢晉時代的

疆域，其目的是為了宣示北魏繼承漢晉的天下。這恐非鮮卑貴族的期許，更可能是漢人官

僚的意志。鮮卑貴族的目標是建構以平城為中心、適合部落體系的統治圈；漢人官僚則是
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希望恢復以長安、洛陽為核心的天下秩序，至孝文帝方將兩種不同的政治理念加以合併。

《新刊紹介》

（Ｉ）池田雄一編『漢代を遡る奏〓―中国古代の裁判記録―』

（汲古書院、2015年 4月、6000円）
本書は、編者が主催して行われた張家山漢簡『奏〓書』輪読会で作成された、同史料

の案例 17～ 22の訳注を中心とするものである。案例 1～ 16の訳注は既に池田雄一編『奏
〓書―中国古代の裁判記録―』（刀水書房、2002 年 11 月）として刊行されており、続編
としての本書の刊行により全案例の訳注が出揃うこととなった。なお、本書収録分の訳

注は基本的には 2002 年段階でまとめられていたが、本書刊行に至るまでの間に張家山
漢簡の釈文が新たに数種類出版されたことや、嶽麓書院蔵秦簡に含まれる 15 種ほどの
奏〓案例が公開されたことを承け、それらの成果をも訳注に反映させている。また本編

たる案例訳注の前後を固める、奏〓に関する諸論考も有用である。

（執筆：高津純也）

（Ⅱ）復旦大學出土文獻與古文字研究中心編『出土文獻與古文字研究』６

（全２册、復旦大學出土文獻與古文字研究中心成立十周年紀念文集、上海古籍出版社、2015
年 2月、258元）
本書は復旦大学出土文献与古文字研究中心が出版している論文集のシリーズ第６号で

あり、また編者でもあるこのセンター創立１０周年記念ともなっている。執筆者は巻頭

の松丸道雄氏以下、古文字研究の権威から若手まで、そして日中両国や欧米の研究者を

含んでおり、時代は先秦から唐代に及ぶ。本書により今日の古文字研究の最前線が理解

できるようになっており、関連分野の研究者必携の書である。

（Ⅲ）吉林大學古籍研究所編『吉林大學古籍研究所建所 30周年紀念論文集』
（上海古籍出版社、2014年 11月、248元）

本書は吉林大学古籍研究所創立 30 周年を記念する論文集である。分野は文学・歴史
学・思想など諸分野を網羅し、時代は先秦より現代に至り、扱われる資料は伝世文献は

もとより甲骨金文簡牘などの出土資料などと幅広い。執筆者も錚々たる面々で、今日の

文献研究の水準の高さを知りうる書であろう。

（執筆：小寺 敦）

《学会彙報》

○例会委員会より

・2014 年度第 3 回例会（総 62 回）が、2015 年 3 月 14 日（土）、東京大学を会場に開
催された。
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○会報委員会より

・2012 年 7 月 21 日に開催された臨時総会において、「中國出土資料學會著作權規定」
が承認され、即日施行されました。本会報については第 46 号（2011 年 3 月発行）か
ら同規定が適用されます。対象となる各号掲載の著作物の利用に際しては、同規定の

定めるところにより処理されることになりますので、希望される方は、ＨＰ掲載の利

用申請書をダウンロードして事務局まで申請してください。

・年３回、例会・大会開催時に合わせて発行される本『中國出土資料學會會報』は、

新しい学術情報をできるだけ早く提供することを目的として編集されています。

会員各位におかれましては有益な情報を入手されたら、是非とも会報委員会に原稿

の提供をお願い致します。中国における最新の学界動向、遺跡発掘の模様、学会参加

記、新刊紹介など、広く提供するに足ると感じられた情報であれば何でも結構です。

原稿は随時受け付けておりますので、事務局宛電子メールの添付ファイルとしてお

送りください。今後会報の内容を一層充実させるため、会員諸氏のふるってのご寄稿

をお待ちしております。

○機関誌委員会より

（１）『中國出土資料研究』第 20号の締切について
2010 年度大会（2011 年 7 月 16 日開催）および 2011 年度大会（2012 年 3 月 10 日開

催）にて、『中國出土資料研究』の投稿要領改定が承認されております。第 20 号の投
稿締切日は、2015年 12月末日です。
ふるってご寄稿下さいますよう、お願い申し上げます。

（２）『中國出土資料研究』原稿送付先について

原稿の送付先は、会報末尾記載の事務局住所宛にお願いいたします。

○事務局より

・払込みにて年会費の納入をご希望の方は、ゆうちょ銀行の以下の口座にご入金下さ

い。

口座番号：00180-5-13124
受取人：中国出土資料学会

なお会費は、

通常会員・準会員 年額４０００円

学生会員・海外会員 年額２０００円

です。

・住所変更等が生じた場合は、書面にて下記宛にご連絡下さい。

〒 113-0033 東京都文京区本郷７－３－１

東京大学文学部 大西研究室

中国出土資料学会（事務局）


